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医院だより  

      
 

 
 

             
 

 

十
二
月 

別
名 

師
走
（し
わ
す
）、
建
丑
月
（け
ん
ち
ゅ
う

げ
つ 

）、
季
冬
（き
と
う
） 

『為
果
（し
は
）つ
月
』『歳
果
（と
し
は
）つ
月
』か
ら
転
じ
た
言

葉
か
と
言
わ
れ
ま
す
。
法
師
が
走
り
回
る
「師
走
」の
方
が

光
景
が
見
え
る
よ
う
で
面
白
い
。 

『十
二
月
の
花
』 

寒
椿
（か
ん
つ
ば
き
）、
柊
（ひ
ら
ぎ
）、
寒
牡
丹
、
枇
杷
（び

わ
）
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
、
君
子
蘭
な
ど
。
当
地
区

で
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
鬼
石
の
冬
桜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

『十
二
月
の
言
葉
』 

 
 

ゆ
る
し
得
ん
が
た
め
に
祈
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
祈
り
て

ゆ
る
す
べ
き
で
あ
る
。
敵
を
ゆ
る
す
の
最
も
善
き
方
法
は
、

彼
の
た
め
に
祈
る
に
あ
る
。
「な
ん
じ
ら
の
敵
を
愛
し
、
な

ん
じ
ら
を
迫
害
す
る
者
の
た
め
に
祈
祷
せ
よ
」と
教
え
た

ま
い
て
、
イ
エ
ス
は
わ
れ
ら
に
人
を
ゆ
る
す
の
最
も
善
き

道
を
教
え
た
も
う
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
、
わ
が
敵
の
た
め

に
祈
り
て
、
わ
れ
の
彼
に
対
し
て
い
だ
け
る
無
慈
悲
と
憤

り
と
は
除
か
れ
、
こ
れ
に
代
わ
り
て
春
風
駘
蕩
（し
ゅ
ん

ぷ
う
た
い
と
う
）、
仇
恨
の
堅
氷
を
解
か
す
に
足
る
の
温

雅
は
わ
が
心
に
臨
む
の
で
あ
る
。
仇
恨
の
苦
き
を
い
だ
き

て
長
く
不
快
を
感
ず
る
の
必
要
は
な
い
。
直
ち
に
祈
祷
の

座
に
近
づ
き
、
わ
が
最
も
憎
し
と
思
う
人
の
た
め
に
祝

福
（さ
い
わ
い
）を
祈
り
て
、
完
全
に
彼
を
ゆ
る
し
て
、
わ

れ
も
ま
た
完
全
の
幸
福
に
あ
ず
か
る
べ
き
で
あ
る
。
年
ま

さ
に
暮
れ
ん
と
す
。
わ
れ
ら
の
心
の
う
ち
に
一
人
の
敵

を
も
存
す
べ
か
ら
ず
で
あ
る
。
わ
れ
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

て
罪
を
ゆ
る
す
の
能
力
（ち
か
ら
）を
神
よ
り
賜
り
、
ま

た
わ
れ
に
負
債
（お
い
め
）の
あ
る
者
の
負
債
を
ゆ
る
し
、

神
に
ゆ
る
さ
れ
人
を
ゆ
る
し
て
、
貸
借
な
し
の
心
の
帳
簿

を
も
っ
て
新
年
を
迎
う
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
内
村
鑑
三
『
続
一
日
一
生
』
十
二
月
二
十
八
日
よ
り
） 

 

   



『十
二
月
の
暦
』 

 
 

一 
日 

 

映
画
の
日
、
鉄
の
記
念
日 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー 

   

三 

日 
 

秩
父
夜
祭
、
障
害
者
週
間 

カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太
陽
暦
採
用
（一
八
七
二
年
） 

 
 

 

四 

日 
 

人
権
週
間 

米
映
画
「
Ｅ
・
Ｔ
」日
本
公
開(

一
九
八
二
年) 

 

 
 

 

五 

日  

聖
徳
太
子
、
冠
位
十
二
階
を
制
定 

(

六
○
三
年) 

    

七 

日 
 

大
雪 

 
 

 

八 

日 
 

太
平
洋
戦
争
開
戦
記
念 

真
珠
湾
攻
撃(

一
九
四
一
年) 

九 

日 
 

漱
石
忌 

王
政
復
古
の
大
号
令(

一
八
六
七
年) 

十 

日 
 

世
界
人
権
デ
ー 

三
億
円
事
件
（
一
九
六
八
年
） 

十
二
日 

 

パ
ン
の
日 

 
 

  

十
四
日 

 

東
京
高
輪
泉
岳
寺
義
士
祭 

赤
穂
浪
士
討
入
（
一
七
０
二
年
） 

 
 

 

十
五
日 

 

お
菓
子
の
日 

空
海
、
綜
芸
種
智
院
を
創
設(

八
二
八
年) 

十
八
日  

頭
髪
の
日
、
東
京
駅
開
業(

一
九
一
四
年)

十
九
日 

 

ト
ー
ク
の
日
（Ｎ
Ｔ
Ｔ
）。
代
々
木
で
徳
川 

 

 
 

 
 

 
 

大
尉
初
飛
行(

一
九
一
〇
年)  

二
十
一
日 

 

国
定
忠
治
、
処
刑
さ
れ
る(

一
八
五
〇
年) 

二
十
二
日 

 

冬
至 

二
十
三
日 

 

天
皇
誕
生
日 

東
京
タ
ワ
ー
完
工
式(

一
九
五
八
年) 

二
十
四
日 

 

ク
リ
ス
マ
ス
・イ
ブ 

二
十
五
日 

 

ク
リ
ス
マ
ス
、
蕪
村
忌 

奄
美
群
島
日
本
に
復
帰(

一
九
五
三
年) 

二
十
六
日 

 

ふ
ろ
の
日
。
藤
原
純
友
の
乱(

九
三
九
年) 

二
十
八
日 

 

宇
都
宮
駅
に
初
の
駅
弁(

一
八
八
六
年) 

二
十
九
日 
 

清
水
ト
ン
ネ
ル
開
通(

一
九
二
九
年) 

 

三
十
日 

 

み
そ
の
日
。
浅
草
・上
野
間
に
日
本
初
の
地

下
鉄
開
通(

一
九
二
七
年)  

 
 

三
十
一
日 

 

年
越
し
、
大
は
ら
い
、
除
夜
の
鐘
、
出
羽
三

山
松
例
祭
、
秋
田
な
ま
は
げ 

 
参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
） 

平
成
三
十
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

       

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は 

十
二
月
二
日
、
一
月
六
日
で
す
。 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。
電
話
で
も
予
約
で
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                  
 



五
、
群
馬
県
保
険
医
協
会 

二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇 

h
ttp

:/
/
w
w
w
.raijin

.co
m

/
ken

ko
/ 

   

                      
 

冬
景
色 

 
   

 
 

 
  

作
詞 

 

不
詳 

                 

作
曲 

 

不
詳 

   
 

 
 

 

一 

さ
霧
消
ゆ
る 

湊
江
（
み
な
と
え
）の 

 
 

 

舟
に
白
し 

朝
の
霜 

 
 
 

た
だ
水
鳥
の 

声
は
し
て 

 
 
 

い
ま
だ
覚
め
ず 

岸
の
家 

 

二 

烏
啼
き
て 

木
に
高
く 

 

 
 
 

人
は
畑
（は
た
）に 

麦
を
踏
む 

 
 
 

げ
に
小
春
日
の 

の
ど
け
し
や 

 
 
 

か
え
り
咲
き
の 

花
も
見
ゆ 

 
 

 三 

嵐
吹
き
て 

雲
は
落
ち 

 
 
 

時
雨
（し
ぐ
れ
）降
り
て 

日
は
暮
れ
ぬ 

 
 
 

も
し
燈
火
（と
も
し
び
）の 

漏
れ
来
ず
ば 

 
 
 

そ
れ
と
分
か
じ 

野
辺
の
里 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
正
二
年
） 

 
 

国
語
学
者
の
金
田
一
春
彦
の
感
想
に
尽
き
る
の
で
そ
の 

ま
ま
引
用
す
る
。 

「
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
の
中
で
、
歌
詞
が
す
ぐ
れ
て
い
る
も 

 

の
と
い
っ
た
ら
、
『
冬
景
色
』
と
『
四
季
の
雨
』
が
双
璧

で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
冬
景
色
』
で
、
簡
潔
に
朝
昼
夜
の

天
候
変
化
を
写
し
た
の
は
見
事
で
あ
り
、
『
中
略
』
こ
う

い
う
歌
は
し
ば
し
ば
子
ど
も
に
は
難
し
く
、
そ
の
意
味
を 

本
当
に
味
わ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
な
ど
中
学
校
に 

進
ん
で
か
ら
で
あ
る
。
小
学
校
の
と
き
に
覚
え
た
歌
詞
を
口 

ず
さ
ん
で
い
る
う
ち
に
、
そ
の
趣
が
わ
か
っ
て
き
た
の
だ
っ 

た
」 

当
時
の
尋
常
小
学
唱
歌
の
作
成
に
は
、
作
詞
部
門
と
作
曲 

 
 

部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
八
名
で
構
成
さ
れ
て
い
て
出
来
あ
が
っ

た
曲
を
文
部
省
関
係
者
か
ら
な
る
委
員
会
が
修
正
や
審
議

を
加
え
て
行
っ
た
。 

従
っ
て
一
人
の
作
詞
作
曲
者
名
を
明
記
す
る
こ
と
は 

 

問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
作
詞
作
曲
不
詳
と
し
て
発
表
さ

れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
習
研
究
社
『
私
の
心
の
歌 

冬
』
参
考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     

 

 

け
ん
こ
う 

（一
○
九
） 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

は
じ
め
に 

 
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
っ
て
起
こ
る
急
性
呼
吸
器
疾
患
で
す
。  

こ
れ
は
他
の
風
邪
症
候
群
よ
り
伝
播
力
が
強
く
、
呼

吸
器
を
中
心
に
激
し
い
全
身
症
状
を
示
す
こ
と
と
、

大
流
行
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。  

月 乳頭分泌を伴う疾患について 

火 口腔ケアはがん治療に欠かせない 

水 低出生体重児について 

木 おとなの矯正治療 

金 スギ花粉症・舌下免疫療法 

土 皮膚のかゆみ（こどもの場合） 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


Ａ
型
、
Ｂ
型
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
両
者
と
も
感

染
力
が
強
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
性
質
を
知
る
こ
と
に
よ
り
予

防
法
を
知
り
、
ま
た
か
か
っ
て
も
重
症
化
さ
せ
な

い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。  

一 

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
か
ぜ
症
候
群
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

違
い 

 

次
に
違
い
を
し
ま
し
ま
す
。 

 
 

 

二 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン 

 
 

 

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年 

１
１
～
１
２
月
頃
に
流
行
が
始
ま
り
、 

１
～
３
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。 

こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、
低
温
で
乾
燥
し

た
環
境
の
時
に
活
発
な
活
動
を
行
う
か
ら
で
す
。  

し
か
し
、
２
０
０
９
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
出
現
に
よ
っ
て
、
５
月
か
ら
感
染
者
が
確
認
さ

れ
は
じ
め
、
夏
以
降
、
感
染
者
が
爆
発
的
に
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
冬
季
以
外
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
散
発
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。  

 

三 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染 

 
 

 

１
．
感
染
力 

 

発
病
す
る
前
日
か
ら
発
病
後
３-

７
日
ま
で  

２
．
く
し
ゃ
み
、
咳
で
空
中
に
飛
沫
が
飛
び
散
り
、
こ

れ
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
つ
い
た
手
で
目

や
口
に
触
る
と
感
染  

３
．
抵
抗
力
が
あ
れ
ば
発
病
し
な
い
か
、
軽
い
症
状

で
済
む
こ
と
が
あ
る  

４
．
飛
沫
の
距
離 

 

２
ｍ  

５
．
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間
は 

１-

３
日  

＊
学
校
で
は
隣
の
席
や
、
前
の
席
の
こ
ど
も
に
う
つ

る
こ
と
が
多
い
。  

四 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
の
経
過 

 
 

 

感
染
後 

１
―
３
日
間 

１
．
突
然
の
３
８
度
以
上
の
発
熱
。
３
８
．
５
℃
以 

 

 
 

上
だ
と
か
な
り
確
率
が
高
い
。 

２
．
全
身
倦
怠
感
・頭
痛 

３
．
関
節
痛
・筋
肉
痛  

４
．
下
痢
・食
思
不
振
な
ど 

～
１
週
間 

１
．
咳 

２
．
の
ど
の
痛
み  

３
．
鼻
水
な
ど  

五 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら 

 

 
 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
早
め
に
医

療
機
関
へ。 

特
に
高
熱
が 

３
、
４
日
し
て
も
下
が
ら
な
い
と
き
や

い
っ
た
ん
下
が
っ
た
熱
が
ぶ
り
返
し
た
り
、
呼
吸
が
苦

し
い
時
、
痙
攣
、
異
常
行
動
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と

し
た
と
き
に
は
速
や
か
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
使
用
は
発
症
後
４
８
時
間
以
内
で

す
か
ら
疑
わ
し
か
っ
た
ら
早
め
に
受
診
が
必
要
で

す
。  

六 

診
断
の
方
法 

   

１
．
迅
速
診
断
法 

   

２
．
血
清
抗
体
法  

３
．
ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査  

４
．
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（Ａ
Ｂ
の
み
な
ら
ず
、
Ｈ
Ｎ
の
型
も
判

明
）  

七 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
起
こ
す
合
併
症 

 
 

１
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症  



２
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
関
連
細
菌
性
肺
炎  

３
．
そ
の
他
の
合
併
症  

 
 

 
 

呼
吸
器
系 

中
耳
炎
、
副
鼻
腔
炎
、
気
管
支
炎
、 

肺
炎
、
喘
息
増
強  

   
 

中
枢
神
経 
熱
性
け
い
れ
ん(

小
児)

脳
症(

小
児)  

 
 

 
 

 
 

 
 

  

ラ
イ
症
候
群
、
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群  

   
 

心
血
管
系 

心
筋
炎  

  
 

 

そ
の
他 

 
 

肝
障
害
、
腎
不
全
，
筋
炎(

小
児)  

八 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療 

 
 

１
．
対
症
療
法 

(

１)

発
熱 

解
熱
薬(

市
販
薬
に
は
注
意
！)  

(

２)

鼻
水 

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
鼻
汁
分
泌
抑
制
薬  

(

３)

咽
頭
痛 

 
 

消
炎
鎮
痛
薬
、
う
が
い
薬  

(

４)

咳
、
痰 

 
 

鎮
咳
去
痰
薬 

 

(

５)

保
温
・加
湿  

２
．
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬 

 
 

 

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
使
用
目
的 

①
重
症
化
防
止 

②
症
状
の
早
期
改
善  

③
伝
播
の
抑
制 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
発
熱
や
だ
る
さ
な
ど
の
辛
い
症

状
が
早
く
治
る
。  

こ
れ
に
よ
り
、
い
つ
も
の
生
活
に
早
く
戻
れ
ま
す
。

周
囲
の
人
に
う
つ
し
て
し
ま
う
確
率
も
減
る
。  

さ
ら
に
、
病
状
の
悪
化
が
防
止
で
き
、
肺
炎
や

脳
症
な
ど
へ
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。 

剤
形 

 

吸
入
の
う
ま
い
下
手
が
あ
る
。 

服
薬
は
腹
部
症
状(

嘔
吐
な
ど)

の
あ
る
人
に

は
使
え
な
い
。 

吸
入 

１
回
薬
で
は
失
敗
す
る
と
や
り
直
し

が
き
か
な
い  

ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
阻
害
薬 

 

ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
内    

に
入
り
増
殖
し
、
細
胞
外
に
移
動
す
る
の
を
邪
魔

す
る
。
→
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
が
止
ま
る
。  

 
 

 

新
し
い
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
剤 

キ
ャ
ッ
プ
ヌ
ク
レ
ア
ー
ゼ   

阻
害
薬
（ゾ
フ
ル
ー
ザ
）の
承
認
。
１
回
薬 

３
．
抗
菌
薬
に
よ
る
治
療  

 
 

(

１) 

細
菌
に
よ
る
二
次
感
染
の
疑
い
の
あ
る
場
合  

(

２) 

呼
吸
器
疾
患
・糖
尿
病
・高
齢
者
で
二
次
感
染
を

起
こ
す
危
険
性
の
高
い
人
に
治
療
や
予
防
的
に

抗
菌
薬
を
投
与
す
る
こ
と
が
あ
る  

４
．
家
庭
看
護(

一
般
療
法) 

 
 

(

１) 
従
来
の
治
療
で
あ
る   

  

（２
） 

安
静
・休
養
・保
温  

(

３) 

睡
眠  

(

４) 

水
分
補
給(
み
そ
汁
・ス
ー
プ
・ 

  

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク)
・栄
養 

 

九 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防 

 
 

１
．
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン  

 
 

 
 (

１) 

マ
ス
ク
着
用
（咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
）  

(

２) 

手
を
洗
う  

(

３) 

う
が
い  

(

４) 

保
温
・加
湿  

(

５) 

栄
養  

(

６) 

人
混
み
を
避
け
る  

２
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

 

（１
） 

目
的
は
、 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
、
か
か
ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い  

（２
） 

高
齢
者
、
子
ど
も
、
持
病
の
あ
る
人
、
そ
の
家
族  

（３
） 

接
種
後
、
抗
体
が
で
き
る
ま
で
、
２-

３
週
間
か
か 

る
。
十
一
月
中
の
接
種
が
勧
め
ら
れ
る
。  

（４
） 

発
病
、
入
院
、
死
亡
リ
ス
ク
が
下
が
る  

免
疫
が
有
効
な
期
間
は
一
般
に 

２
週
間
か
ら
５
カ
月 

程
度 

と
さ
れ
て
い
る 

十 

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
人  

１
．
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る
人  

２
．
非
常
に
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人  

３
．
接
種
を
行
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
に
よ

っ
て
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人  

４
．
上
記
以
外
で
適
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
人  

十
一 

接
種
時
に
注
意
が
必
要
な
人 

１
．
心
臓
血
管
系
疾
患  

２
．
以
前
に
ワ
ク
チ
ン
施
行
後
２
日
以
内
に
発
熱
が
あ
っ 

   

た
り
、
全
身
性
発
疹
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
疑
う
症 

 

状
が
あ
る
人  

３
．
過
去
に
け
い
れ
ん
が
起
き
た
人  

４
．
過
去
に
免
疫
不
全
の
診
断
が
さ
れ
た
人
、
及
び
近

親
者
に
先
天
性
免
疫
不
全
症
の
人
が
い
る
場
合  



５
．
間
質
性
肺
炎
、
気
管
支
喘
息
な
ど
の
呼
吸
器

疾
患
を
持
つ
人  

６
．
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
ま
た
は
鶏
卵
、
鶏
肉
、
そ
の
他

鶏
由
来
の
も
の
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す

恐
れ
の
あ
る
人  

７
．
１
か
月
以
内
に
他
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
人 

 

 

十
二 

そ
の
他 

１
．
予
防
投
与 

（
１
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
し
た
人
と
接
触
し 

 

 
 

て
か
ら
２
日
以
内
に
使
用 

 

（
２
）
投
与
量
は
、
１
日
１
回
で
、
７
～
１
０
日
間 

 

 
 

 
 

 

服
用
し
て
い
る
間
だ
け
効
果(

連
続
最
大
１
０
日 

間) 
 

（
３
）
保
険
は
効
き
ま
せ
ん  

（
４
）
予
防
投
与
は
、
原
則
と
し
て
、
発
症
者
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
て
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
人
。 

慢
性
呼
吸
器
・
心
疾
患
、
糖
尿
病
、
腎
障
害
、 

６
５
歳
以
上
。  

２
．
迅
速
診
断
（RID

T
) 

で
陰
性
と
出
た
と
き
の
判
断 

（１
）診
断
は
臨
床
症
状
に
基
づ
く
こ
と
が
前
提  

（
２
）RID

T
(rap

id
 in

fluen
za diagn

o
stic test)  

    
 

 

感
度
・
特
異
度
は
１
０
０%

で
は
な
い  

（
３
）
統
計
的
に
は
、
診
断
確
率
は 

 
 

発
熱
＋
咳
嗽
＋
急
性
発
症
で 

６
７
％  

 
 

こ
の
グ
ル
ー
プ
のR

ID
T

陰
性
者
中
３
人
に
１
人
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
可
能
性
が
あ
る
。  

＊
そ
の
治
療
薬
の
投
与
に
よ
る
リ
ス
ク
が
ほ
と
ん
ど
な 

く
、
か
つ
、
治
療
薬
を
投
与
し
な
か
っ
た
場
合
の
転 

帰
が
非
常
に
悪
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
他
の 

鑑
別
す
べ
き
病
態
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
疾
患
の
治
療 

は
行
っ
て
み
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。  

３
．
登
校
許
可
、
休
学
期
間  

根
拠 

発
症
前
日
か
ら
発
症
後
３-

７
日
間
ウ
イ
ル

ス
排
出
さ
れ
て
い
る  

学
校
保
健
安
全
法
（昭
和33

年
法
律
第56

号
）  

 
 

『発
症
し
た
後
５
日
を
経
過
し
、
か
つ
、
解
熱
し
た 

後 

２
日
（幼
児
に
あ
っ
て
は
、
３
日
）を
経
過
す
る
ま

で
』 

を
出
席
停
止
期
間
と
し
て
い
る
。  

４
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
と
異
常
行
動 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
で
異
常
行
動
を
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ど
ん
な
症
状
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？
（報
告
例
） 

（１
）突
然
立
ち
上
が
っ
て
部
屋
か
ら
出
よ
う
と
す
る  

 

（２
）興
奮
状
態
と
な
り
、
手
を
広
げ
て
部
屋
を
駆
け

回
り
、
意
味
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
言
う  

 

（３
）興
奮
し
て
窓
を
開
け
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
よ
う
と
す
る  

 

（４
）自
宅
か
ら
外
へ出
て
歩
い
て
い
て
、
声
を
か
け
て  

 

も
反
応
し
な
い  

（５
）
人
に
襲
わ
れ
る
感
覚
を
覚
え
、
外
に
飛
び
出
す 

 

 
  

 
 

（６
）変
な
こ
と
を
言
い
出
し
、
泣
き
な
が
ら
部
屋
の
中 

 

  

を
動
き
回
る 

 

 
 

 
 

（７
）
突
然
笑
い
出
し
、
階
段
を
駆
け
上
が
ろ
う
と
す
る 

 

５
． 

個
人
予
防
、
集
団
予
防 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
目
的
は
、 

 

自
分
が 

か
か
ら
な
い
、
だ
け
で
な
く  

 
 

 
 

他
の
人
に
、
う
つ
さ
な
い
、
こ
と  

 
 

*

一
つ
の
集
団
で
、
約
８
割
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
と
、
同
じ
集
団
の
な
か
に
い
る
ワ
ク
チ
ン
未
接
種

の
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る
率
が
減
る
こ
と
が
観

察
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
よ
り
乳
児
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
外
の
人
、
な
ら
び
に
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
た
め

に
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
人
以
外
は
全
て
接
種
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
自
分
お
よ
び
周
囲
の
人
を
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
危
険
か
ら
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
だ
け
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
と
め 

 

１
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
症
候
群
に
比
べ
て
、 

伝
播
力
が
強
く
、
激
し
い
全
身
症
状
を
示
し
、 

重
篤
な
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い  

２
．
Ａ
型
、
Ｂ
型
が
問
題
に
な
る
が
、
Ａ
型
は
変
異
が
早

く
毎
年
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要  

３
．
空
気
感
染
、
接
触
感
染
で
う
つ
る  



４
．
症
状
は
、
突
然
の
発
症
、
３
８
℃
以
上
の
発
熱
、 

 
 

上
気
道
炎
症
状
、
全
身
倦
怠
感  

５
．
合
併
症
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
、
肺
炎
、
脳
炎
、

脳
症
、
心
筋
炎
、
心
外
膜
炎  

６
．
診
断
は
、
流
行
状
況
は
、
症
状
か
ら
の
診
断
の

他
にR

ID
T

(
迅
速
診
断
キ
ッ
ト)

が
あ
る
。  

７
．
治
療
は
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が
中
心
、
ほ
か

に 

安
静
、
水
分
補
給
、
保
温
、
加
湿
な
ど  

８
．
予
防
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
体
力  

 
 

 
 

１
１
月
上
旬
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種  

＊
か
か
ら
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
か
か
っ
た

ら
早
く
治
療
し
て
拡
げ
な
い
こ
と
。  

 
 

 
 

 
 

 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
五
十
六
） 

 
  

嚔
、
嚏
（テ
イ
） 

◇
古
希
を
迎
え
て
、
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
か
っ 

 
 

た
漢
字
に
出
会
い
、
そ
の
文
字
を
拡
大
し
て 

 
 

紙
に
書
い
て
み
る
。
驚
き
も
し
、
喜
び
で
も
あ 

り
、
な
ん
だ
か
懐
か
し
く
、
清
々
し
い
気
持
に 

な
っ
た
。
死
ぬ
前
に
こ
の
字
に
出
会
え
て
よ
か
っ 

た
な
、
と
い
う
よ
う
な
。 

◆
「嚔
」「嚏
」 

く
し
ゃ
み
と
引
い
た
ら
こ
の
字
が 

出
た
。
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、
普
通
は 

周
囲 

か
ら
笑
わ
れ
る
が
、
二
度
三
度
と
な
る
と
嫌 

わ
れ
る
か
『大
丈
夫
？
』と
心
配
さ
れ
る
。
生 

理
現
象
の
中
で
は
珍
し
い
周
囲
か
ら
の
反
応
で
あ 

る
。 

◇
西
洋
で
は
、
「（God

） B
less 

 
you

 
!

」  

 

（神
の
御
加
護
を
！
）と
言
う
ら
し
い
。 

 
 

い
わ
れ
は
、
く
し
ゃ
み
で
自
分
の
魂
が
飛
び
出
し 

た
と
こ
ろ
へ悪
魔
が
入
り
込
む
の
を
防
ぐ
た
め
の 

ま
じ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

◆
生
体
反
応
か
ら
み
て
も
、
身
体
に
有
害
物
が
鼻 

か
ら
侵
入
し
て
き
た
と
き
に
追
い
出
す
反
応
で
あ 

る
か
ら
、
的
を
得
た
合
の
手
と
言
え
る
か
も
し
れ 

な
い
。 

 
 

◇
日
本
に
も
同
じ
よ
う
な
考
え
が
あ
り
面
白
い
。 

 
 

 

く
し
ゃ
み
を
す
る
と
鼻
か
ら
魂
が
抜
け
て
早
死

に
す
る
と
い
う
俗
信
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
「く

さ
め
」と
唱
え
る
と
助
か
る
と
い
う
。
も
と
も
と

「く
し
ゃ
み
」そ
の
も
の
は
古
語
で
は
「鼻
ひ
る
」と

呼
ん
で
い
た
が
、
そ
の
都
度
、
「く
さ
め
、
く
さ
め
」

と
言
っ
て
い
た
か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
「鼻
ひ
る
」＝

『く
さ
め
』と
な
っ
た
ら
し
い
。 

 

◆
「く
さ
め
」の
語
源
は
、
陰
陽
道
の
「休
息
万
命
（く

そ
く
ま
ん
み
ょ
う
）」「休
息
万
病
（く
そ
く
ま
ん

び
ょ
う
）
」を
早
口
に
言
っ
た
も
の
と
か
、
く
し
ゃ

み
の
擬
声
語
と
か
、
「糞
食
め
（く
そ
は
め
）」の
変

化
と
言
う
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。 

◇
以
下
の
徒
然
草
の
例
か
ら
「糞
食
め
」は
あ
た
ら

な
い
、
や
は
り
俗
説
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

「徒
然
草
」第
４
７
段 

 

あ
る
人
、
清
水
へ参
り
け
る
に
、
老
い
た
る
尼
の
行 

き
つ
れ
た
り
け
る
が
、
道
す
が
ら
「く
さ
め
く
さ
め
」 

と
い
ひ
も
て
行
き
け
れ
ば
、
「尼
御
前
、
何
事
を
か
く 

の
た
ま
ふ
ぞ
」と
い
ひ
け
れ
ど
、
い
ら
へも
せ
ず
、
猶
い 

ひ
止
ま
ざ
り
け
る
を
、
度
々
問
は
れ
て
、
う
ち
腹
だ 

ち
て
、
「や
や
鼻
ひ
た
る
時
、
か
く
ま
じ
な
は
ね
ば 

死
ぬ
る
な
り
と
申
せ
ば
、
や
し
な
ひ
君
の
、
比
叡
の 

山
に
ち
ご
に
て
お
は
し
ま
す
が
、
た
だ
今
も
や
鼻
ひ 

た
ま
は
む
と
思
へば
、
か
く
申
す
ぞ
か
し
と
い
ひ
け
り 

あ
り
が
た
き
こ
こ
ろ
ざ
し
な
り
け
む
か
し
。 

 



あ
る
人
が
清
水
寺
の
参
詣
に
行
こ
う
と
し
て
老 

い
た
尼
さ
ん
と
道
連
れ
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ 

の
尼
さ
ん
、
「く
さ
め
、
く
さ
め
」と
い
っ
て
い
る
の 

で
「ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
言
う
の
で
す
か
？
」
と 

尋
ね
る
が
返
事
も
し
な
い
。
よ
う
や
く
聴
き 

だ
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
自
分
が
乳
母
を
し
て
い 

た
若
君
が
今
比
叡
に
稚
児
と
し
て
勤
め
て
い
る 

が
、
い
ま
に
も
く
し
ゃ
み
を
し
て
も
命
を
縮
め
る 

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
「く
さ
め
、
く
さ
め
」と
い
っ 

て
若
君
の
災
難
を
は
ら
お
う
と
し
て
祈
っ
て
い
る 

の
だ
、
と
答
え
た
。 

こ
の
話
を
聴
い
て
私
（兼
好
法
師
）は
殊
勝
な
こ 

と
だ
と
思
っ
た
。 

◆
と
こ
ろ
で
く
し
ゃ
み
の
話
を
聞
い
て
最
初
に
想 

い
出
す
の
は
、
予
備
校
の
国
語
の
先
生
の
こ
と
。 

年
齢
は
７
０
過
ぎ
て
い
た
か
、
こ
の
老
紳
士
は
い
つ 

も
笑
顔
で
授
業
の
前
に
何
か
一
つ
話
を
し
て
く 

れ
た
。 

「く
し
ゃ
み
は
、
一
で
惚
れ
ら
れ
、
二
で
憎
ま
れ 

て
・・・と
か
い
う
ん
だ
よ
ね
」 

と
言
わ
れ
た
が
、
二
で
憎
ま
れ
る
だ
け
は
覚
え
て 

い
た
が
、
そ
の
他
は
こ
ん
が
ら
が
っ
て
い
た
。 

◇
も
う
５
０
年
以
上
も
前
の
こ
と
。
そ
ん
な
昔 

に
比
べ
れ
ば
、
い
ま
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に 

く
し
ゃ
み
に
つ
い
て
も
調
べ
ら
れ
る
か
ら
実
に
便 

利
で
あ
る
。 

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
る
。 

 

 

 

◆ 

日
本
の
く
し
ゃ
み
の
回
数
と
解
釈
例 

 
 

一
そ
し
り
、
ニ 
笑
い
、
三 

惚
れ
、
四 

風
邪 

 
 

一
ほ
め
ら
れ
、
二
憎
ま
れ
、
三
惚
れ
ら
れ
、
四
風
邪 

 
 

一
褒
め
ら
れ
、
二
に
ふ
ら
れ
、 

三
に
惚
れ
ら
れ
、
四
に
風
邪 

  

◇
く
し
ゃ
み
し
た
人
への
声
が
け 

 
 

ス
ペ
イ
ン 

 

健
康
を
！ 

 
 

 
 

 
 

（
２
回
で
）健
康
と
お
金 

 
 

 
 

 
 

（
３
回
で
）
健
康
と
お
金
と
愛 

 

フ
ラ
ン
ス 

 

願
い
が
か
な
う
よ
う
に 

 
 

 
 

 
 

（
２
回
で
）恋
愛
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に 

 

イ
タ
リ
ア 

健
康
を
！ 

 

英
語
圏 

 

神
の
祝
福
あ
れ
！ 

 

ド
イ
ツ
語
圏 

健
康
を
！ 

ト
ル
コ     

長
生
き
し
て
下
さ
い 

 
 

 
 

 

 

タ
イ 

 
 

 

（
２
回
で
）だ
れ
か
が
自
分
に
会
い
た 

が
っ
て
い
る 

 

日
本
の
中
で
も
地
域
や
集
団
に
よ
っ
て
意
味
が
異 

な
る
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
の
で
今
あ
げ
た
国
で 

す
べ
て
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は 

な
い
で
し
ょ
う
。 

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
多
く
の 

例
が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
「く
し
ゃ
み
」そ
の 

も
の
が
い
っ
と
き
の
猶
予
も
な
く
自
分
の
制
御
が 

出
来
ず
に
出
て
し
ま
う
も
の
だ
け
に
、
神
意
と
か 

悪
魔
の
し
わ
ざ
と
言
っ
た
超
自
然
的
な
も
の
に
関 

わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

こ
う
い
う
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
く
し
ゃ
み
は 

や
ろ
う
と
し
て
や
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
映
画
や 

舞
台
も
の
で
も
く
し
ゃ
み
の
演
技
で
う
ま
い
な 

あ
、
と
感
心
し
た
の
は
、
一
人
く
ら
い
し
か
記
憶 

に
な
い
が
、
だ
れ
だ
っ
た
か
、
緒
方 

拳
だ
っ
た 

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 



 
◇
好
ま
し
い
人
が
話
の
最
中
に
急
に
話
を
止
め

て
、
顔
を
し
か
め
て
、
『
く
し
ょ
ん
』
と
や
る
の
は
、

周
り
も
緊
張
の
あ
と
に
気
が
緩
ん
で
ほ
っ
と
し

て
、
何
か
声
を
か
け
た
く
な
る
気
持
ち
に
な
る

も
の
で
す
。
幼
い
も
の
の
そ
れ
は
さ
ら
に
可
愛

い
く
て
、
確
か
に
一
瞬
、
「神
懸
か
り
」に
あ
っ

た
よ
う
な
表
情
を
し
ま
す
。
神
様
に
中
断
さ

れ
て
一
呼
吸
置
く
と
、
そ
れ
が
喧
嘩
し
て
い
た

相
手
で
あ
っ
て
も
「く
し
ょ
ん
」と
や
っ
た
あ
と

で
は
、
急
に
好
意
を
も
っ
て
許
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

◆
し
か
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
こ

の
時
期
に
、
マ
ス
ク
を
す
る
で
も
な
し
、
ハ
ン
カ

チ
を
口
に
当
て
る
で
も
な
し
、
顔
も
そ
む
け
ず
、

正
面
を
向
い
て
ま
と
も
に
こ
ち
ら
の
顔
に
く
し

ゃ
み
を
浴
び
せ
る
輩
に
は
お
も
わ
ず
、
（糞
喰

ら
え
！
）と
言
い
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

◇
情
報
に
よ
れ
ば
、
く
し
ゃ
み
の
時
速
は
３
２
０

ｋ
ｍ
、
飛
沫
の
時
速
が
３
６
ｋ
ｍ
で
秒
速
１
０
ｍ
、

約
４
ｍ
先
ま
で
飛
ぶ
と
い
い
ま
す
。
激
し
い
筋
肉

の
収
縮
は
肋
骨
骨
折
、
ぎ
っ
く
り
腰
の
原
因
に

も
な
る
と
い
い
ま
す
か
ら
、
く
し
ゃ
み
す
る
本

人
も
要
注
意
で
す
。 

◆
わ
た
し
の
母
は
、
子
や
孫
な
ど
幼
い
も
の
が
く 

し
ゃ
み
を
し
た
と
き
に 

「お
し
た
り
」 

「も
う
一
つ
」 

と
笑
い
な
が
ら
掛
け
声
を
か
け
て
い
ま
し
た 

が
、
「お
し
た
り
」と
い
う
掛
け
声
を
身
の
回
り 

で
使
っ
て
い
る
の
は
母
だ
け
で
し
た
。 

 
 

◇
子
ど
も
心
に
、
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
で 

も
あ
え
て
尋
ね
て
み
る
こ
と
も
な
く
何
十
年
も

過
ぎ
て
し
ま
い
、
母
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
も
う
２
０
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
し
ょ
う

か
、
た
ま
た
ま
ひ
と
り
で
夕
方
見
て
い
た
テ
レ
ビ
で

文
学
座
の
舞
台
で
北
村
和
夫
が
若
い
娘
と
話
し

て
い
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
娘
さ
ん
が
「く
し
ょ

ん
」と
や
っ
た
と
き
に
、
す
か
さ
ず
、
北
村
さ
ん
ふ

ん
す
る
人
物
が
、 

 
 

 

「
お
し
た
り
！
」 

 
 

 
「あ
ー
ら
い
や
だ
、
旦
那
は
ん
（だ
っ
た
か
先
生
と

い
っ
た
の
か
？
）」 

 
 

 

そ
の
あ
と
で
二
人
で
大
笑
い
、
と
い
う
場
面
が
あ

っ
た
。 

 
 

 

こ
の
時
に
は
じ
め
て
、
「
お
し
た
り
」
で
な
く
「
お
っ
、

し
た
り
（お
っ
、
や
っ
た
ね
）」の
こ
と
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。 

 
 

◆
ち
い
さ
な
こ
ど
も
が
、
頭
を
二
、
三
回
振
っ
て

「神
懸
か
り
状
態
」に
な
り 

『く
し
ょ
ん
』と
や
る
と
、
皆
が
ホ
ッ
と
す
る
、
そ
の

と
き
に
「や
っ
た
ね
、
で
か
し
た
ね
」と
言
う
気
持

ち
と
、
こ
ど
も
の
「
や
っ
た
ー
」
と
い
う
「
し
た
り
顔
」

の
表
情
、
こ
れ
を
見
れ
ば
古
代
の
人
で
な
く
て
も
、

神
か
魔
物
に
魂
を
奪
わ
れ
か
か
り
、
そ
こ
か
ら
戻

っ
て
き
て
良
か
っ
た
、
ホ
ッ
と
し
た
感
じ
を
も
つ
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

◇
母
が
去
っ
て
三
十
年
、
将
来
ど
こ
か
で
会
え
る
な 

 

ら
、
そ
の
と
き
に
は
報
告
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 
 

 

母
の
嚏
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

   


